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びに脳底動脈の計11血管とし、ICAS gradeは No-ICAS / Mild-ICAS (く 50%狭窄）/ 





古典的循環器疾患危険因子は、年 齢 •高血圧 •収縮期血圧•糖尿病 • HDLコレステ 
口ール• LDLコレステロール.トリグリセリド.喫煙.飲酒とし、喫煙.飲酒はその 
嗜好歴によりcurrent/past/neverの 3 区分に分類し、高血圧は平均血圧>












均 68才、47-85歳）を解析対象とした。Mild-ICASと Severe-ICASの本邦の2010年 
国勢調査をもとにした年齢調整後有所見率はMild-ICAS 20. 7% / Severe-ICAS 4. 5% 
であった。
Any-ICASの多変量調整オッズ比（O R )は、年齢 (0R: 1.23，95%信頼区間：1.08- 
1.39） •収縮期血圧（1.29，1.15-1.43)-降圧薬内服（1.77，1.22-2. 56) • LDL コレス
テロール（1.11，1.04-1.18) .HDLコレステロール(0.86，0. 80-0. 92)で有意な関連を 
認め、Severe-ICAS では、年齢（1.95，1.38-2.76) •収縮期血圧（1.43，1.15-1.79)・ 
降圧薬内服（2. 20，1.04-4. 67) • LDL コレステロール（1.23，1.07-1.41)• HDL コレス 


























別紙様式 8 (課程博士 •論文博士共用)
学位論文審査の結果の要旨
整理番号 857 氏 名 設 楽 智 史
論文審査委員
(学位論文審査の結果の要旨）※明朝体1 1 ポイント、 6 0 0 字以内で作成のこと
頭蓋内主幹動脈狭窄 (Intracranial artery stenosis, I C A S )は虚血性脳卒中の要因とし 
て重要であると認識されている。本研究では、草津市在住の一般成人男性を対象とした観 
察 研 究 (Shiga Epidemiological Study of Subclinical Atherosclerosis, SESSA)の繰り返
し調査 （SESSA2、2010-2014年）に参加した男性853名のうち、同意が得られた男性740
名を対象として、脳 M R Iにおける ICAS有所見率と古典的循環器疾患危険因子（年齢、高
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